
       
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

【土木展開図】 

【土木面積】 
 

使用説明書 
 

ご使用の前に必ずこの「使用説
明書」をお読みの上、正しくお使
いください。 
また、本書をすぐに利用できるよ
うに、分かりやすいところに保管
してください。 



       
 

 
 

はじめに 
 

この度は、｢土木展開図｣「土木面積」をお買い上げいただき誠にありがとう

ございます。 
｢土木展開図｣は、舗装工事で多く使う平均法やヘロン、三角形での作図、擁

壁の作図による展開図を作成するソフトウェアです。 
「土木面積」は、「土木展開図」で作成した展開図をもとに、面積計算書を作

成するソフトウェアです。 
本書は、本製品の基本的な操作手順や取り扱い方法について説明してい

ます。本製品の機能を十分にご活用いただくため、ご使用前に必ず本書をお

読みください。またお読みになった後は大切に保管してください。 
 
               ウェストフィールド 株式会社 

 
                                                ＊＊＊ 重 要 ＊＊＊ 

 
・ このソフトウェアおよびマニュアルの一部または全部を無断で使用、複製

することは出来ません。 
 

・ このソフトウェアは、スタンドアローン版製品については、コンピューター1
台につき 1 セット、クライアントサーバー版製品についてはサーバーコン

ピューター1 台につき 1 セット購入が原則となっています。 
 

・ このソフトウェアおよびマニュアルは、本製品の使用許諾契約書のもとで

のみ使用することが出来ます。 
 

・ 大切な文書やデータは、必ずコピー（複製）をおとりください。 
お客様の誤操作及び本製品に異常が発生した場合、文書やデータが消

失することがあります。 
 

・ お客様が本製品を使用して作成した文書やデータに関し、当社は一切そ

の責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 
 

・ 本製品の故障による障害、文書やデータの損失による損害、その他本製

品の使用により生じた損害について、当社は一切その責任を負いかねま

すので、あらかじめご了承ください。 
 

・ ソフトウェアの仕様およびマニュアルに記載されている内容は、将来予告

なしに変更することがありますので、あらかじめご了承ください。 
 



       
 

 
 

本書で扱う用語および操作方法について 
本書では、Windows の標準的な用語および操作方法を使って説明してい

ます。Windows を使用したことのない方は、予め操作して頂くか、あるい

は「Microsoft Windows2000/XP/Vista/7 ファーストステップガイド」など 
Windows に添付されているマニュアル類を通読されることをお奨めしま

す。 
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第１章 土木展開図 

 
 

[2] 
 

土木展開図とは 
土木展開図 

 
舗装工事で多く使う平均法による面積計算書と展開図を作成します。他に

ヘロン、三角形での作図、擁壁の作図も可能です。 
 
 
 

 
 



       
第１章 土木展開図 

 
 

[3] 
 

土木展開図の起動・終了 
土木展開図の起動 

 

１．土木展開図を新規起動する 
 

① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「展

開図」＞「土木展開図」をクリックします。 

 
 
 
 

  補 足    



       
第１章 土木展開図 

 
 

[4] 
 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 

④ 「土木展開図」を起動します。 
新規起動時には、「使用する用紙の設定」画面を表示します。 
出力する用紙の条件を設定し、［OK］ボタンをクリックしてください。 

 
 

「使用する用紙の設定」画面の操作方法については、P8「図

面の用紙設定を行う」をご参照ください。 
 

 
 
 
 

  補 足    
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[5] 
 

２．土木展開図を修正起動する 
 

① 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「展

開図」＞「土木展開図」の  をクリックすると、「土木展開図」で作成済

みのインデックスを表示します。 
          

 

 

 

 

 
 
 
② 作成済みの土木展開図の名前の付いた子インデックスをクリックしま

す。 

     
 

 
③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 

作成済み「土木展開図」が起動します。 
 

 
 

土木 BOOK の「ファイルの管理」ツリー、「電子納品の整理」

ツリーからも修正起動が可能です。 
 

 

  補 足    
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[6] 
 

 

土木展開図の終了 
 

１．新規起動した土木展開図を終了する 
 
①  「土木展開図」画面右側にある［終了］ボタンをクリックします。 

 
「土木展開図」画面のメニュから「ファイル」＞「アプリケーショ

ンの終了」と選択、または「土木展開図」画面の右上にある×
ボタンをクリックしても、土木展開図を終了することが出来ま

す。 
② 「メニューインデックス設定」画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 

③  「インデックス名称」欄に保存するデータの名前を入力し、［はい］ボタ

ンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

④ 新しい土木展開図のインデックスが作成され、土木 BOOK のメニュー

画面に戻ります。 
          

「メニューインデックス設定」画面で［いいえ］ボタンをクリッ

クすると、作成した土木展開図を登録せずに、土木 BOOK
の画面に戻ります。 

  補 足    

  補 足    
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[7] 
 

２．修正起動した土木展開図を終了する 
 

① 「土木展開図」画面右側にある［終了］ボタンをクリックします。 

 
「土木展開図」画面のメニューバーの［ファイル］から［終了］を

選択、または「土木展開図」画面の右上にある×ボタンをクリッ

クしても、土木展開図を終了することが出来ます。 
 
 

② 「メニューインデックス設定」画面が次のように表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③ ［はい］ボタンをクリックします。 
 

修正した土木展開図が上書き保存され、土木BOOK のメニュー画面に 
戻ります。 
 

［いいえ］ボタンをクリックすると、修正した土木展開図を登録

せずに、土木BOOK の画面に戻ります。 
  補 足    

  補 足    
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[8] 
 

土木展開図の図面を作成する 
図面の用紙設定を行う 

 
作成した展開図を出力する用紙の設定を行います。 

 
 
この画面は、以下の場合に表示します。 

 土木展開図の新規起動時 
 「土木展開図」画面のメニューから「設定」＞「用紙設定」を選択時 
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[9] 
 

１．用紙の設定 
 

① 用紙サイズ、用紙の縦横方向を設定します。用紙サイズは［▼］ボタン

をクリックすることで、選択肢を表示します。 

 
「CAD 製図基準対応サイズから選択する」にチェックを入れ

ると、CAD 製図基準に沿った用紙サイズのみ選択出来るよ

うになります。 
 

② 輪郭線の出力の可否と、余白を設定します。輪郭線を出力する場合は、

「輪郭線あり」にチェックを入れ、「線幅」欄から輪郭線の線幅を［▼］ボ

タンから選択します。「輪郭線あり」にチェックが入っていない場合、

「線幅」欄は選択出来ません。次に、余白の設定を行います。 

 
「CAD 製図基準対応輪郭線を設定する」にチェックを入れる

と、CAD 製図基準に沿った輪郭線の線幅のみ選択出来るよ

うになります。 
 

③ 図面上に描画する輪郭線以外の線の幅を設定します。［▼］ボタンから

選択し、「選択した線幅の組み合わせで出力する」にチェックを入れま

す。 

 
この項目を設定することで、自動的に CAD 製図基準に沿っ

た線幅設定で図面を作成出来るようになります。 
 
 

  補 足    

  補 足    

  補 足    
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[10] 
 

④ 情報欄の出力可否設定を行います。情報欄を出力する場合は、「出力

する」を選択します。どのような様式の情報欄を選択するかはここでは

設定を行いません。情報欄の選択方法については、P89「情報欄・計

算書を設定する」をご参照ください。 

 
「CAD製図基準に対応した表題欄から選択し、既定のサイズ

で出力する」にチェックを入れると、CAD 製図基準に沿った

情報欄のみ設定出来るようになります。 
 

⑤ 図面上に表示する文字サイズを CAD 製図基準に定められた文字サ

イズで揃える場合は、「文字サイズの制限を行う」にチェックを入れま

す。また、図面内に入力、表示する文字に禁則文字を表示させないた

めには、「禁則文字の置換を行う」にチェックを入れます。 

 
 

⑥ 作成する図面に、レイヤ構成を設定する場合は、「レイヤ構成を用い

て出力する」にチェックを入れ、［工種選択］ボタンをクリックし、レイヤ

ウィザードからレイヤ構成を選択します。これ以降のレイヤ構成の操

作方法については、P107「レイヤ設定ウィザードについて」をご参照く

ださい。 

 
「CAD製図基準対応レイヤを設定する」にチェックを入れると、

CAD 製図基準に沿ったレイヤ構成のみ選択することが出来

ます。 

  補 足    

  補 足    
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[11] 
 

⑦ 工事展開図で作成する図面をカラーで作成するか、モノクロで作成す

るか選択します。 

 
 

⑧ 画面下部の［OK］ボタンをクリックすると、設定を確定し、「土木展開

図」画面を表示します。 

 
 

 画面左上にある「CAD 製図基準を設定する」にチェックを

入れると、すべての設定に対して、CAD 製図基準に沿っ

た項目のみ選択することが出来ます。 
 用紙の設定は、いつでも変更出来ます。 

 
 
 

  補 足    
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展開図データを作成する 
 

土木展開図では、初めに面積計算を行うためのデータを作成します。 
 

１．平均法データを作成する 
 

平均法データを入力する 
① 「展開図 図面イメージ」画面の右側にある「配置」枠から［平均法］ボタ

ンをクリックします。   

 
 

② 「展開図入力（平均法）」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 「平均法名称」欄に、これから作成する展開図の名称を入力します。 
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[13] 
 

④ 画面右側の［設計値］ボタンをクリックします。 
［設計値］ボタンの文字が緑色になっている場合は、設計値の入力モードに

なっています。 

 
「実測値の入力は、設計値と対比して実測値を朱書きする場

合に限り使用します。 

通常の面積計算を行う場合は、実測値であっても設計値の入

力モードで使用下さい。 
 

⑤ 画面下部の平均法データ入力欄に、平均法のデータを入力します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「全幅「全幅面積」「左幅面積」「面積」欄は、平均法の開始測

点の入力行では、面積が無いため値を表示しません。 
 

⑥ 平均法のデータ入力を行うと、画面上部に入力したデータによって作

成した図面を表示します。 
 

④  必要な測点分、データの入力を行います。 
 
 
 

測点名 数字を入力すると、自動的に冠名を付加し、「No.1」 等の測

点名称に変換します。 
単距離 冠名のついた測点の場合、単距離を自動計算して表示しま

す。それ以外の測点の場合は直接、前の測点との距離を入

力します。 
全幅 左右の幅員を足した値を自動的に表示します。また、全幅

員を直接入力すると、入力した数値を 2 分割した値を左幅

員、右幅員に表示します。 
左幅 

 
センターから左路側までの距離を入力します。 
このデータの入力で展開図を偏芯させることが出来ます。 

右幅 センターから右路側までの距離を入力します。 
このデータの入力で展開図を偏芯させることが出来ます。 

面積 単距離と全幅員から計算した全幅面積を自動計算して表示

します。 

  補 足    

  補 足    
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[14] 
 

データ入力行を追加・削除する 

データ入力行を追加する 
① 「展開図入力（平均法）」画面の下部にあるデータ入力行から、追加した

い行を選択します。セルが黄色に変わります。 
 

 
 
 
 
②  画面右側の「測点情報」枠から、［行挿入］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 指定した場所の前に空白行が 1 行追加されます。 
 

 
 
 
 

「基本測点」を選択した場合、幅員を入力すると面積を自動計

算し、表示します。 
 

  補 足     
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[15] 
 

データ入力行を削除する 
① 「展開図入力（平均法）」画面の下部にあるデータ入力行から、削除した

い行を選択します。セルが黄色に変わります。 
 

 

 

 
② 画面右側の「測点情報」枠から、［行削除］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 削除確認画面を表示します。設計値入力欄からのみ、選択した行（測

点）を削除したい場合は「設計データをクリアする」欄にチェックを入れま

す。選択した行（測点）を設計・実測のどちらからも削除する場合は「設

計実測データとも削除する」欄にチェックを入れます。 
削除方法を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

④ 指定した行が削除されます。 
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[16] 
 

有効桁数とまるめ方法を設定する 
土木展開図で作成する図形や計算書に表示する値は、小数点以下の桁数

を設定しておくことで、決まった計算ルールによってデータを作成出来ま

す。 
 

① 「展開図入力（平均法）」画面の右下にある［詳細設定］ボタンをクリック

します。 
 
 

② 「詳細設定」画面を表示します。［表示/まるめ桁数］ボタンをクリックしま

す。 
 
 
 
 
 
 
 

 
③ 「表示／まるめ桁数設定」画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 「単距離」「全幅員」「左幅員」「右幅員」「平均幅員」「面積」に対して、図

面上に表示する際と計算時の有効少数桁数、および計算時に有効少

数桁数を超えた場合に「四捨五入」「切り捨て」のどちらを行うか設定し

ます。 
 

⑤ ［OK］ボタンをクリックします。 
データ入力時や図面表示時に、設定に沿った形式で操作が行えます。 
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２断面を入力する 
同一測点上で幅員が変化する場合に 2 断面の入力を行います。 
 
 
① 「展開図入力（平均法）」画面の下部にあるデータ入力行で、「測点名」列

に 1 行上の行（測点名）と同じ測点名称を入力し、「単距離」列に「0」を入

力します。ここでは、No.1+5.000 地点で、全幅員が4mから8mに変化す

る場合で説明します。 
1 つの測点に対してデータ入力行が 2 行になります。 
1 行目に 2 断面の前側、2 行目に後ろ側の入力を行ってください。 

 
 
 

② 2 断面を表示します。 
引き続き次測点以降のデータ入力を行ってください。 
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施工場所が離れている場合の入力方法 
工事区間内が数カ所に分かれている場合、または橋梁の前後を施工する

場合等、空白区間の多い展開図となることから、空白区間を詰めて作図する場

合の入力方法です。 
ここでは、No.3からNo.13まで200m離れていたときに、No.3からNo.13
の間に 10m の空白区間を作成して表示する場合で説明します。 
 
 
① 「展開図入力（平均法）」画面の下部にあるデータ入力行で、「測点名」列

に No.3 を入力後、No.13 を入力し、「単距離」列に「0」と入力します。 

 
 

② 空白距離の入力画面を表示します。No.3 と No.13 の間を何 m 開けて

表示するかを入力します。今回は 10m と入力します。 
［はい］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 画面上部の展開図イメージが、設定した空白距離を離して表示します。 

 
  



       
第１章 土木展開図 

 
 

[19] 
 

路側を一定の距離で揃える 
右幅員または左幅員を指定した幅に統一する事によって、路側を揃えること

が出来ます。 
 
① 「展開図入力（平均法）」画面で平均法データを入力後に、画面右下の

［詳細設定］ボタンをクリックします。 

 
 

② 「詳細設定」画面を表示します。 
［幅員揃え］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 「幅員揃え」画面を表示します。 

 
 

④ 「右幅員」と「左幅員」のどちらに対して設定を行うか選択します。 
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[20] 
 

 
⑤ 統一する幅員の長さを入力します。 

 
 

⑥ 統一する幅員の開始測点と終了測点を［▼］ボタンから選択します。 

 
 
⑦ 「幅員揃え」画面の［OK］ボタンをクリックします。 

確認画面を表示します。 
［OK］ボタンをクリックします。 

 
 
⑧ 「詳細設定」画面に戻りますので、［OK］ボタンをクリックします。 

 
⑨ 「展開図入力（平均法）」画面に戻り、平均法データ入力欄の幅員が設定

した幅員で統一されています。 
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実測値を入力する 
設計値と実測値を対比させて、出来形図を作成する場合に使用します。設計

値と対比して、実測値を朱書きします。設計値の値を実測値にコピーして使用

すると、入力の作業を軽減することが出来ます。 
 
① 「展開図入力（平均法）」画面の平均法データ入力欄で、平均法の設計

値を入力後、画面右側の［実測値］ボタンをクリックします。 

 
 

② 「設計値」欄に入力したデータを、「実測値」欄にコピーするか確認メッセ

ージを表示します。コピーする場合は、［はい］ボタンをクリックします。 

 
コピー確認メッセージは、初めて「設計値」入力欄から「実測

値」入力欄に切り替えたときのみ表示します。 
 
 

③ 「実測値」のデータ入力欄に切り替わります。「設計値」のコピーを行っ

た場合は、設計値のデータをそのままコピーして表示します。 
 
 
 
 

 
 
 

設計値を実測値にコピーした場合 
① 設計値と異なる箇所の実測値を修正します。 
 

設計値を実測値にコピーしなかった場合 
① 設計値を入力する場合と同様の操作で、実測値を入力します。 

測点や単距離も入力してください。 

  補 足    
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実測値から設計値の幅員を計算する 
平均法で最初に設計値を入力せずに、実測値を入力した後で設計値を入

力します。その後、実測値を元にして設計値の幅員を自動計算することが

出来ます。 
 
① 「展開図入力（平均法）」画面の平均法データ入力欄で、設計値が未入

力の状態で実測値を入力します。 
 
 
 

② 実測値の入力後、画面右側の［設計値］ボタンをクリックします。 
 
 
 

③ 「実測値」欄に入力したデータを、「設計値」欄にコピーするか確認メッセ

ージを表示します。コピーする場合は、［はい］ボタンをクリックします。 

  
コピー確認メッセージは、初めて「設計値」入力欄から「実測

値」入力欄に切り替えたときのみ表示します。 
 
 

④ 「設計値」のデータ入力欄に切り替わります。「実測値」のコピーを行っ

た場合は、次ページの設定に従って設計値のデータが表示されます。 
 

  補 足    
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実測値のコピー操作を行う場合 
① 実測値のコピー確認画面で［はい］ボタンをクリックすると、「設計値作

成」画面を表示します。 

 
 

② 実測値の幅員からカットする値を選択して［OK］ボタンをクリックしま

す。 
 

③ 「展開図入力（平均法）」画面に戻り、設計値データ入力欄の設計値の幅

員が、コピー設定を元に自動作成して表示されます。 
 

0cm を選択すると、幅員の実測値がそのまま設計値となりま

す。5cm、10cm を選択すると幅員の実測値よりそれぞれの

幅を考慮した設計値が自動計算されます。 
 
 

実測値のコピー操作を行わない場合 
① 実測値のコピー確認画面で［いいえ］ボタンをクリックします。 

 
② 「展開図入力（平均法）」画面に戻り、設計値データ入力欄に、実測値を

入力する場合と同様の操作で、設計値を入力します。 
 

  補 足     
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基準測点間距離を変更する 
単距離自動発生に用いる No.測点間の距離（基準測点間距離）は、初期設定で

20m に設定しています。基準測点間距離は変更することが出来ます。 
※ 基準測点間距離の変更前に入力した点間距離は、変更後を反映しませ

ん。 
 

① 「展開図入力（平均法）」画面の右下にある［詳細設定］ボタンをクリック

します。 
 
 
 

② 「詳細設定」画面を表示します。 
［基準測点間距離］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
③ 「基準測点間距離変更」画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
④ 基準測点間距離を入力し、［OK］ボタンをクリックします。 
 
⑤ これ以降測点を入力すると、変更した基準点間距離で、側点間の距離を

表示します。 
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２．ヘロンデータを作成する 
ヘロン面積計算は複雑な地形を測定するのに適しています。 
土木展開図のヘロンデータ作成機能は、入力を簡単にするためのさまざま

な機能があります。 
 

ヘロンデータを入力する 
① 「展開図 図面イメージ」画面の右側にある「配置」枠から［ヘロン］ボタ

ンをクリックします。   

 
 

② 「展開図入力（へロン）」の画面を表示します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 「へロン名称」欄に、作成するへロンの名称を入力します。 

 
 

④ 画面右側の［設計値］ボタンをクリックします。［設計値］ボタンの文字が

緑色になっている場合は、設計値の入力モードになっています。 
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⑤ 画面下部のへロンデータ入力欄に、へロンの設計値を入力します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
⑥ 「辺a」、「辺b」、「辺c」に計測した3辺の長さを入力してください。入力を行

うと、画面上部に入力したデータによって作成した図面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３辺のデータ入力後は縮尺に合わせた図形に変形します。 
辺a、辺b、辺cの入力データで三角形を整形できない場合は、

図形を表示しません。  
 

初 期 角 度 最初の辺の角度を指定出来ます。
ヘ ロ ン 名 称 いくつものヘロンを同時に図面に記載する機能をもってい

る関係上、１つ１つのヘロンに名前を入力する必要があり
ます。後で何処の場所かわかるような名前を入力します。 

接  続  辺 作成したヘロンと、次に作成するヘロンが接続する辺を入
力します。接続する辺の変更は、マウスで操作することで
も可能です。 

各辺の入力 検測してきたヘロンの各辺のデータを入力します。データ
を入力した時点で作図していきます。 

S 「辺 a」「辺 b」「辺 c」の 3 辺の長さを合計した 1/2 の長さで
す。 
3 辺の長さを入力すると、自動的に計算して表示します。 

面 積 「辺a」「辺b」「辺c」の 3 辺からヘロン面積を計算します。 
3 辺を入力すると、自動的に計算して表示します。 

加 算 控 除 作成したヘロンに、マンホールなどの加算・控除図形を作
成します。加算・控除図形を作成すると、「加算控除」欄に
作成した図形の面積を表示します。 

  補 足     
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ヘロンデータの接続辺を変更する 
ヘロンといえば、入力した三角形と次につながる三角形の何処が接続す

るかという「接続辺」の変更が不可欠でした。 
「土木展開図・土木面積」では、接続する辺をマウスでクリックすることで、

接続辺を選択することが出来ます。 
 

① 接続辺は、前測点の「辺c」と入力測点の「辺a」が接続します。 
接続辺を変更する場合は、画面下部のへロンデータ入力欄の「接続辺」

欄に、「3－B」等と入力することで変更出来るほか、マウスで接続辺を

選択することで、変更することが出来ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② この状態でデータを入力すると、選択した接続辺に図形を作成します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 必要な測点分、データの入力を行います。 
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データ入力行を追加・削除する 

データ入力行を追加する 
① 「展開図入力（へロン）」画面の下部にあるデータ入力行から、追加した

い行を選択します。セルが黄色に変わります。 
 

 
 
 
 
② 画面右側の「測点情報」枠から、［行挿入］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 指定した場所の前に空白行が 1 行追加されます。 
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データ入力行を削除する 
 

① 「展開図入力（へロン）」画面の下部にあるデータ入力行から、削除した

い行を選択します。セルが黄色に変わります。 
 

 

 

 
② 画面右側の「測点情報」枠から、［行削除］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 削除確認画面を表示します。設計値入力欄からのみ、選択した行（測

点）を削除したい場合は「設計データをクリアする」欄にチェックを入れ

ます。選択した行（測点）を設計・実測のどちらからも削除する場合は

「設計実測データとも削除する」欄にチェックを入れます。 
削除方法を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

④ 指定した行が削除されます。 
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有効桁数とまるめ方法を設定する 
土木展開図で作成する図形や計算書に表示する値は、小数点以下の桁

数を設定しておくことで、決まった計算ルールによってデータを作成出来ま

す。 
 

① 「展開図入力（ヘロン）」画面の右下にある［詳細設定］ボタンをクリック

します。 
 
 
 

② 「詳細設定」画面を表示します。［表示/まるめ桁数］ボタンをクリックしま

す。 
 

③ 「表示／まるめ桁数設定」画面を表示します。 

 
 

④ 「辺 a」「辺 b」「辺 c」「S」「面積」に対して、図面上に表示する際と、計算

時の有効少数桁数、および計算時に有効少数桁数を超えた場合に「四

捨五入」「切り捨て」のどちらを行うか設定します。 

 
 

⑤ ［OK］ボタンをクリックします。データ入力時や図面表示時に、設定に

沿った形式で表示・計算されます。 
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実測値を入力する 
設計値と実測値を対比させ、出来形図を作成する場合に使用します。設計値

と対比して、実測値を朱書きします。設計値の値を実測値にコピーして使用

すると、入力の作業を軽減することが出来ます。 
 
① 「展開図入力（ヘロン）」画面のヘロンデータ入力欄で、ヘロンの設計値

を入力後、画面右側の［実測値］ボタンをクリックします。 

 
 

② 「設計値」欄に入力したデータを、「実測値」欄にコピーするか確認メッ

セージを表示します。コピーする場合は、［はい］ボタンをクリックしま

す。 

 
コピー確認メッセージは、初めて「設計値」入力欄から「実測

値」入力欄に切り替えたときのみ表示します。 
 
 

③ 「実測値」のデータ入力欄に切り替わります。「設計値」のコピーを行っ

た場合は、設計値のデータをそのままコピーして表示します。 
 
 
 
 

 
 
 

設計値を実測値にコピーした場合 
① 設計値と異なる箇所の実測値を修正します。 
 

設計値を実測値にコピーしなかった場合 
① 設計値を入力する場合と同様の操作で、実測値を入力します。 

 

  補 足    
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[32] 
 

実測値に入力したデータを設計値にコピーする 
入力した実測値を設計値にコピーすることが出来ます。設計値と実測値が

等しい割合が多いときは、コピーしてから訂正すると入力をスムーズに行

えます。 
 
① 「展開図入力（ヘロン）」画面のヘロンデータ入力欄で、設計値が未入力

の状態で実測値を入力します。 
 
 
 

③  実測値の入力後、画面右側の［設計値］ボタンをクリックします。 
 
 
 

③ 「実測値」欄に入力したデータを、「設計値」欄にコピーするか確認メッ

セージを表示します。コピーする場合は、［はい］ボタンをクリックしま

す。 

 
 

コピー確認メッセージは、初めて「設計値」入力欄から「実測

値」入力欄に切り替えたときのみ表示します。 
 

④ 「設計値」のデータ入力欄に切り替わります。 
 

  補 足    
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[33] 
 

３．三角形データを作成する 
ヘロンの面積計算と同じく、複雑な地形の面積計算を行うのに適していま

す。 
しかし、面積計算のみならず、三角形の展開図を作成しようとするとヘロン

と違い、底辺と高さだけでは三角形の形が決まりません。 
「土木展開図」では簡単な入力方法で三角形の作図を提供するためにさま

ざまな機能があります。 
 

三角形データを入力する 
① 「展開図 図面イメージ」画面の右側にある「配置」枠から［三角形］ボタ

ンをクリックします。   

 
 

② 「展開図入力（三角形）」の画面を表示します。 

 
 

③ 「三角形名称」欄に、作成する三角形の名称を入力します。 

 
 

④ 画面右側の［設計値］ボタンをクリックします。［設計値］ボタンの文字が

緑色になっている場合は、設計値の入力モードになっています。 
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[34] 
 

⑤ 画面下部の三角形データ入力欄に、三角形のデータを入力します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 三角形のデータ入力を行うと、画面上部に入力したデータによって作

成した図面を表示します。 
底辺と高さで作成できる三角形は無数に有ります。そのため検測値の入

力時には二等辺三角形を作成します。実際の形にするには、マウスで三

角形の頂点（赤点）をドラッグして形を変形させます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マウスで三角形の底辺を指定したとき、底辺の長さを計算し、

表示します。実際の底辺の長さが、この数値と異なる場合は、

検測して数値を入力します。 

初 期 角 度 最初の辺の角度を指定出来ます。 
三角形名称 幾つもの三角形を同時に図面に記載する機能を有している関係

上、１つ１つの三角形に名前を入力する必要があります。 
後で何処の場所か分かるような名前を入力します。 

底   辺 まず、最初に入力します。検測してきた三角形の底辺のデータを

入力します。 
高   さ 次に三角形の高さを入力します。入力後、図面が作図されます。

三角形の頂点の赤い点にマウスを合わせ、クリックしながらマウ

スを移動することで三角形の形を決めていきます。 
接 続 辺 作成した三角形と、次に作成する三角形が接続する辺を入力しま

す。接続する辺の変更は、マウスで操作することでも可能です。 
面    積 「底辺」「高さ」の二辺から面積を計算します。 

二辺を入力すると、自動的に計算して表示します。 
加算控除 作成した三角形に、マンホールなどの加算・控除図形を作成しま

す。加算・控除図形を作成すると、「加算控除」欄に作成した図形

の面積を表示します。 

  補 足     
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[35] 
 

三角形データの接続辺を変更する 
次に作成する三角形の底辺を、作成済み三角形のどの辺に接続させるか

を設定出来ます。 
 

① 接続辺は、前測点で作成した三角形の「辺 c」と入力測点の「底辺」が接続

します。 
接続辺を変更する場合は、画面下部の三角形データ入力欄の「接続辺」

欄に、「3－B」等と入力することで変更出来るほか、マウスで接続辺を

選択することで、変更することが出来ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② この状態でデータを入力すると、選択した接続辺に図形を作成します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 必要な測点分、データの入力を行います。 
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[36] 
 

データ入力行を追加・削除する 

データ入力行を追加する 
① 「展開図入力（三角形）」画面の下部にあるデータ入力行から、追加した

い行の下の行を選択します。セルが黄色に変わります。 

 
 

② 画面右側の「測点情報」枠から、［行挿入］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 指定した場所の前に空白行が 1 行追加されます。 
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[37] 
 

データ入力行を削除する 
 

① 「展開図入力（三角形）」画面の下部にあるデータ入力行から、削除した

い行を選択します。セルが黄色に変わります。 

 
 

② 画面右側の「測点情報」枠から、［行削除］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 削除確認画面を表示します。設計値入力欄からのみ、選択した行（測

点）を削除したい場合は「設計データをクリアする」欄にチェックを入れ

ます。選択した行（測点）を設計・実測のどちらからも削除する場合は

「設計実測データとも削除する」欄にチェックを入れます。 
削除方法を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

④ 指定した行が削除されます。 
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[38] 
 

有効桁数とまるめ方法を設定する 
土木展開図で作成する図形や計算書に表示する値は、小数点以下の桁数を設

定しておくことで、決まった計算ルールによってデータを作成出来ます。。 
 

① 「展開図入力（三角形）」画面の右下にある［詳細設定］ボタンをクリック

します。 
 
 
 

② 「詳細設定」画面を表示します。 
［表示/まるめ桁数］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 「表示／まるめ桁数設定」画面を表示します。 

 
 

④ 「底辺」「高さ」「面積」に対して、図面上に表示する際の有効少数桁、お

よび計算時に有効少数桁を超えた場合に「四捨五入」「切り捨て」のど

ちらを行うか設定します。 
 

⑤ ［OK］ボタンをクリックします。 
データ入力時や図面表示時に、設定に沿った形式で表示・計算がされ

ます。 
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[39] 
 

実測値を入力する 
設計値と実測値を対比させ、展開図を作成する場合に使用します。設計値と

対比して、実測値を朱書きします。設計値の値を実測値にコピーして使用す

ると、入力の作業を軽減することが出来ます。 
 
① 「展開図入力（三角形）」画面の三角形データ入力欄で、三角形の設計

値を入力後、画面右側の［実測値］ボタンをクリックします。 

 
 

② 「設計値」欄に入力したデータを「実測値」欄にコピーするか確認メッセ

ージを表示します。コピーする場合は［はい］ボタンをクリックします。 

 
コピー確認メッセージは、初めて「設計値」入力欄から「実測

値」入力欄に切り替えたときのみ表示します。 
 

③ 「実測値」のデータ入力欄に切り替わります。「設計値」のコピーを行っ

た場合は、設計値のデータをそのままコピーして表示します。 
 
 

 
 

 
 
 

設計値を実測値にコピーした場合 
① 設計値と異なる箇所の実測値を修正します。 
 

設計値を実測値にコピーしなかった場合 
① 設計値を入力する場合と同様の操作で、実測値を入力します。 

 

  補 足    
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[40] 
 

実測値に入力したデータを設計値にコピーする 
三角形で最初に設計値を入力せずに、実測値を入力した後で設計値を入

力します。その後、実測値を元にして設計値の幅員を自動計算することが

出来ます。 
 
① 「展開図入力（三角形）」画面の三角形データ入力欄で、設計値が未入

力の状態で実測値を入力します。 
 
 

  
② 実測値の入力後、画面右側の［設計値］ボタンをクリックします。 

 
 

  
③ 「実測値」欄に入力したデータを、「設計値」欄にコピーするか確認メッ

セージを表示します。コピーする場合は、［はい］ボタンをクリックしま

す。 

  
コピー確認メッセージは、「設計値」入力欄から「実測値」入力

欄に初めて切り替えたときのみ表示します。 
 

④ 「設計値」のデータ入力欄に切り替わります。 
 
 

 

 

 

 

  補 足    
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[41] 
 

４．擁壁・ブロック積みデータを作成する 
 

擁壁・ブロック積みデータを入力する 
① 「展開図 図面イメージ」画面の右側にある「配置」枠から［擁壁・ブロッ

ク積み］ボタンをクリックします。   

 
 

② 「展開図入力（擁壁・ブロック積み）」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 「ブロック名称」欄に、作成する擁壁・ブロック積みの名称を入力しま

す。 

 
 

④ 画面右側の［設計値］ボタンをクリックします。 
［設計値］ボタンの文字が緑色になっている場合は、設計値の入力モードに

なっています。 
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[42] 
 

⑤ 画面下部の擁壁・ブロック積みデータ入力欄に、擁壁・ブロック積みの

データを入力します。 
 

 

 
名   称 幾つものブロック積み展開図を同時に図面に記載する機能を有してい

る関係上、１つ１つの展開図に名前を入力する必要があります。後で何
処の場所か分かるような名前を入力します。 

測 点 名 擁壁（ブロック積み）の変化点を入力します。

上 距 離 
下 距 離 

測点間距離を入力します。通常の場合は上距離と下距離は同じ値とな

ります。 
カーブ中の擁壁の場合、擁壁上部の測点間距離と下部の測点間距離
が違う場合があります。そのような場合は「開き位置の設定」が発生し、
開きのかたちを選択することで、展開図を開くことが出来ます。 

法   長 法長を展開図に記載したい場合に記述します。入力した法長は（ ）内
に印字されます。 

高   さ 擁壁の垂直高を入力します。

上 標 高 
下 標 高 

擁壁上の標高と下の標高を入力します。どちらかの値を入力すると高さ
を差し引きし、片方の標高を計算します。 

 
「上距離」「下距離」「法長」「面積」は、擁壁・ブロック積みの開

始測点の入力行では、値を表示しません。 
 

⑥ 擁壁・ブロック積みのデータ入力を行うと、画面上部に入力したデータ

によって作成した図面を表示します。 

 
 

⑤  必要な測点分、データの入力を行います。 
 
  

  補 足    
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[43] 
 

データ入力行を追加・削除する 

データ入力行を追加する 
① 「展開図入力（擁壁・ブロック積み）」画面の下部にあるデータ入力行か

ら、追加したい行の下の行を選択します。セルが黄色に変わります。 
 

 
 
 
 
② 画面右側の「測点情報」枠から、［行挿入］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 指定した場所の前に空白行が 1 行追加されます。 
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[44] 
 

データ入力行を削除する 
① 「展開図入力（擁壁・ブロック積み）」画面の下部にあるデータ入力行か

ら、削除したい行を選択します。セルが黄色に変わります。 
 

 

 

 
② 画面右側の「測点情報」枠から、［行削除］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 削除確認画面を表示します。設計値入力欄からのみ、選択した行（測

点）を削除したい場合は「設計データをクリアする」欄にチェックを入れ

ます。選択した行（測点）を設計・実測のどちらからも削除する場合は

「設計実測データとも削除する」欄にチェックを入れます。 
削除方法を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

④ 指定した行が削除されます。 
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[45] 
 

有効桁数とまるめ方法を設定する 
土木展開図で作成する図形や計算書に表示する値は、小数点以下の桁数

を設定しておくことで、決まった計算ルールによってデータを作成出来ま

す。 
 

① 「展開図入力（擁壁・ブロック積み）」画面の右下にある［詳細設定］ボタ

ンをクリックします。 
 
 
 

② 「詳細設定」画面を表示します。［表示/まるめ桁数］ボタンをクリックしま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 「表示／まるめ桁数設定」画面を表示します。 
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[46] 
 

④ 「上水平距離」「下水平距離」「法長」「高さ」「上標高」「下標高」「上下距

離平均」「高さ平均」「面積」に対して、図面上に表示する際と計算時の

有効少数桁数、および計算時に有効少数桁数を超えた場合に「四捨五

入」「切り捨て」のどちらを行うか設定します。 

 
 

⑤ ［OK］ボタンをクリックします。 
データ入力時や図面表示時に、設定に沿った形式で表示・計算がされ

ます。 
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[47] 
 

実測値を入力する 
設計値と実測値を対比させ、展開図を作成する場合に使用します。設計値

の値を実測値にコピーして使用すると、入力の作業を軽減することが出来

ます。 
 
① 「展開図入力（擁壁・ブロック積み）」画面の擁壁・ブロック積みデータ入

力欄で、擁壁・ブロック積みの設計値を入力後、画面右側の［実測値］

ボタンをクリックします。 

 
 

② 「設計値」欄に入力したデータを、「実測値」欄にコピーするか確認メッ

セージを表示します。コピーする場合は、［はい］ボタンをクリックしま

す。 

 
コピー確認メッセージは、初めて「設計値」入力欄から「実測

値」入力欄に切り替えたときのみ表示します。 
 
 

③ 「実測値」のデータ入力欄に切り替わります。「設計値」のコピーを行っ

た場合は、設計値のデータをそのままコピーして表示します。 
 
 
 
 

 
 

設計値を実測値にコピーした場合 
① 設計値と異なる箇所の実測値を修正します。 

 

設計値を実測値にコピーしなかった場合 
① 設計値を入力する場合と同様の操作で、実測値を入力します。 
 

  補 足    
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[48] 
 

基準測点間距離を変更する 
測点と次測点の基準測点間距離は、初期設定で 20m に設定しています。

基準測点間距離は変更することが出来ます。 
※ 基準測点間距離の変更前に入力した点間距離は、変更後の距離を反

映しません。 
 

① 「展開図入力（擁壁・ブロック積み）」画面の右下にある［詳細設定］ボタ

ンをクリックします。 
 
 
 

② 「詳細設定」画面を表示します。［基準測点間距離］ボタンをクリックしま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 「基準測点間距離変更」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 測点間距離を入力し、［OK］ボタンをクリックします。 
 

⑤ これ以降測点を入力すると、基準測点間距離を設定した距離で、測点

間距離を作成します。 
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[49] 
 

面積計算時の高さを設定する 
 
① 「展開図入力（擁壁・ブロック積み）」画面の右下にある［詳細設定］ボタ

ンをクリックします。 
 
 
 

② 「詳細設定」画面を表示します。 
［高さ設定］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 「高さ設定」画面が表示されます。 

 
 

④ 面積計算に宣長を使用するか、高さを利用するかを選択します。 
 

⑤ ［OK］ボタンをクリックします。 
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[50] 
 

擁壁・ブロック積の開きを設定する 
上部と下部の単距離が違う場合に設定します。 
たとえば道路のコーナー部等において、上部の距離（円周）と下部の距離

（円周）で距離の差が生じます。その差を平面上に直線的に展開するため

に開きによって差を吸収します。 
 
① 「展開図入力（擁壁・ブロック積み）」画面のデータ入力欄で、「上距離」

と「下距離」が異なるデータを入力します。 

 
 

② 「擁壁・ブロック積み（開き位置）」画面を表示します。 

 
 

③ 開きパターンを選択項目から選択し、［OK］ボタンをクリックします。 
 

④ 「展開図入力（擁壁・ブロック積み）」画面上に、選択した開きパターンで

図面を表示します。 
 

 開きタイプを変更するときは、該当する測点の設定ボタ

ンをクリックすることで変更出来ます。 
 「ひし形」の開きパターンを選んだ場合、「ずれ距離」の

入力画面を表示します。ここに上距離と下距離の差を入

力します 
 

  補 足     
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[51] 
 

５.平均法に加算・控除図形を登録する 
平均法で計算する車道には、マンホールや取り付け道路が発生した場合、

その分の面積を引いたり、足したりする必要があります。こういった場合に

加算・控除を使用します。 
ヘロンや三角形など、平均法以外で作成した図形に対しても、

加算・控除を登録出来ます。操作方法は同じです。 
 

加算・控除図形を作成する 
① 「展開図入力」画面のデータ入力欄から、加算・控除を作成する付近の

測点の「加算控除」列の［登録］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
② 「加算控除選択」画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③ 現場に合う図形タイプを選択し、次ページ以降に記述する図形タイプご

との操作説明に従って、加算・控除図形を作成します。 
 
 

「加算・控除」枠 

登録する図形が加算図形か控

除図形か選択します。 

「側面」枠 

作成する加算・控除図形が作成

した図形のどの位置と接続する

か選択します。 

「図形タイプ」枠 

作成する加算・控除図形の形状

を選択します。 

  補 足     
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[52] 
 

平均法に接続する取り付け道路をヘロン図形で作成する 
① 「展開図入力」画面のデータ入力欄から、加算・控除を作成する付近の

測点の「加算控除」列の［登録］ボタンをクリックし、「加算控除選択」画面

を表示します。 
 

② 「加算控除選択」画面の「加算・控除」枠から、加算・控除のどちらを行う

かを選択します。 

 
 

③ 「側面」枠から、作成する加算・控除図形を、作成した図形上のどの位置

と接続するか、選択します。 

 
 加算・控除図形は再配置出来ますので、図形を配置し

たい位置に最も近い側面を選択します。 
 「ヘロン」、「三角形」で作成した展開図の場合は、辺 A、

B、C のいずれかの側面から選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 

  補 足     

「左」を選択した場合、路線の左路側に摺り付きます。 

作成図形は左路側に沿って、左右に移動出来ます。 

「右」を選択した場合、路線の右路側に摺り付きます。 

作成図形は右路側に沿って、左右に移動出来ます。 

「始点」を選択した場合、

選択した測点位置に摺り

付きます。 

作成図形は上下に移動出

来ます。 

「終点」を選択した場合、選

択した測点の次の測点位

置に摺り付きます。 

作成図形は上下に移動出

来ます。 
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[53] 
 

④「図形タイプ」枠から「ヘロン」を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 
ヘロンは「平均法」で展開図を作成した場合のみ選択出来ま

す。 
 

⑤ 「展開図入力（ヘロン）」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 「ヘロン名称」欄に作成するヘロンの名称を入力し、加算あるいは控除

するヘロンのデータを入力します。 
 
 
 

⑦ 加算あるいは控除するヘロンデータを「辺 a」「辺 b」「辺 c」列に入力後、

「展開図入力（ヘロン）」画面右下にある［作図］ボタンをクリックします。 
 
 

⑧ 「展開図入力」画面に戻ると、作成した加算・控除の図形が緑色で表示さ

れています。 

 
 

「展開図入力」画面に戻ると、ヘロンで作成した図形を、展開

図上のどの位置に配置するかを設定します。 
配置方法については、P64「加算・控除の図形を新たに配置

する」をご参照ください。 
      

  補 足     

  補 足     
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[54] 
 

三角形で加算・控除図形を作成する 
① 「展開図入力」画面のデータ入力欄から、加算・控除を作成する付近の

測点の「加算控除」列の［登録］ボタンをクリックし、「加算控除選択」画

面を表示します。 
 

② 「加算控除選択」画面の「加算・控除」枠から、加算・控除のどちらを行う

かを選択します。 

 
 

③ 「側面」枠から、作成する加算・控除図形を、作成した図形上のどの位

置と接続するか、選択します。 

 
 加算・控除図形は再配置出来ますので、図形を配置し

たい位置に最も近い側面を選択します。 
 「ヘロン」、「三角形」で作成した展開図の場合は、辺 A、

B、C のいずれかの側面から選択します。 
 

④ 「図形タイプ」枠から「三角形」を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

⑤ 「展開図入力（三角形）」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  補 足     
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[55] 
 

⑥ 「三角形名称」欄に作成する三角形の名称を入力し、加算あるいは控

除する三角形のデータを入力します。 

 
 

⑦ 加算あるいは控除する三角形データを「底辺」「高さ」列に入力後、「展

開図入力（三角形）」画面の［作図］ボタンをクリックします。 

 
 

⑧ 「展開図入力」画面に戻ると、作成した加算・控除の図形が緑色で表示さ

れています。 

 
 
  

「展開図入力」画面に戻ると、三角形で作成した図形を、展開

図上のどの位置に配置するかを設定します。 
配置方法については、P64「加算・控除の図形を新たに配置

する」をご参照ください。 
 

 
 

  補 足     
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[56] 
 

円で加算・控除図形を作成する 
マンホール等の円面積の加算控除に使用します。 
 
① 「展開図入力」画面のデータ入力欄から、加算・控除を作成する付近の

測点の「加算控除」列の［登録］ボタンをクリックし、「加算控除選択」画面

を表示します。 
 

② 「加算控除選択」画面の「加算・控除」枠から、加算・控除のどちらを行う

かを選択します。 

 
 

③ 「側面」枠から、作成する加算・控除図形を、作成した図形上のどの位置

と接続するか、選択します。 

 
 加算・控除図形は再配置出来ますので、図形を配置し

たい位置に最も近い側面を選択します。 
 「ヘロン」、「三角形」で作成した展開図の場合は、辺 A、

B、C のいずれかの側面から選択します。 
 

④ 「図形タイプ」枠から「円」を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

⑤ 「展開図入力（円）」画面を表示します。 

 
 

  補 足     
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[57] 
 

⑥ 「名称」欄に作成する円の名称を入力し、加算あるいは控除する円のデ

ータを入力します。 

 
 

⑦ 加算あるいは控除する円データを「半径」欄、あるいは「直径」欄に入力

後、「展開図入力（円）」画面の［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

⑧ 「展開図入力」画面に戻ると、作成した加算・控除の図形が緑色で表示さ

れています。 

  
「展開図入力」画面に戻ると、円で作成した図形を、展開図上

のどの位置に配置するかを設定します。 
配置方法については、P64「加算・控除の図形を新たに配置

する」をご参照ください。 
 
 

  補 足     
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[58] 
 

四角形で加算・控除図形を作成する 
① 「展開図入力」画面のデータ入力欄から、加算・控除を作成する付近の

測点の「加算控除」列の［登録］ボタンをクリックし、「加算控除選択」画面

を表示します。 
 

② 「加算控除選択」画面の「加算・控除」枠から、加算・控除のどちらを行う

かを選択します。 

 
 

③ 「側面」枠から、作成する加算・控除図形を、作成した図形上のどの位

置と接続するか、選択します。 

 
 加算・控除図形は再配置出来ますので、図形を配置し

たい位置に最も近い側面を選択します。 
 「ヘロン」、「三角形」で作成した展開図の場合は、辺 A、

B、C のいずれかの側面から選択します。 
 

④ 「図形タイプ」枠から「四角形」を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

⑤ 「展開図入力（四角形）」画面を表示します。 

 
 
 

  補 足     
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[59] 
 

⑥ 「名称」欄に作成する四角形の名称を入力し、加算あるいは控除する四

角形のデータを入力します。 

 
 

⑦ 加算あるいは控除する四角形データを「底辺」欄、「高さ」欄に入力後、

「展開図入力（四角形）」画面の［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

⑧ 「展開図入力」画面に戻ると、作成した加算・控除の図形が緑色で表示さ

れています。 

  
「展開図入力」画面に戻ると、四角形で作成した図形を、展開

図上のどの位置に配置するかを設定します。 
配置方法については、P64「加算・控除の図形を新たに配置

する」をご参照ください。 
 
 
 
 

  補 足     
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台形で加算・控除図形を作成する 
① 「展開図入力」画面のデータ入力欄から、加算・控除を作成する付近の

測点の「加算控除」列の［登録］ボタンをクリックし、「加算控除選択」画面

を表示します。 
 

② 「加算控除選択」画面の「加算・控除」枠から、加算・控除のどちらを行う

かを選択します。 

 
 

③ 「側面」枠から、作成する加算・控除図形を、作成した図形上のどの位

置と接続するか、選択します。 

 
 加算・控除図形は再配置出来ますので、図形を配置し

たい位置に最も近い側面を選択します。 
 「ヘロン」、「三角形」で作成した展開図の場合は、辺 A、

B、C のいずれかの側面から選択します。 
 

④ 「図形タイプ」枠から「台形」を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

⑤ 「展開図入力（台形）」画面を表示します。 

 
 
 

  補 足     
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[61] 
 

⑥ 「名称」欄に作成する台形の名称を入力し、加算あるいは控除する台形

のデータを入力します。 

 
 

⑦ ［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

⑧ 「展開図入力」画面に戻ると、作成した加算・控除の図形が緑色で表示さ

れています。 

 
「展開図入力」画面に戻ると、台形で作成した図形を、展開図

上のどの位置に配置するかを設定します。 
配置方法については、P64「加算・控除の図形を新たに配置

する」をご参照ください。 
 
⑨ 上辺をマウスで左右に動かし、台形の形を決めます。 

 
  

これは「上辺」「下辺」「高さ」だけでは台形の形をコンピュータ

が認識できないため、コンピュータに台形の形を認識させる

ために行います。 
   

  補 足     

  補 足     
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[62] 
 

その他の加算・控除面積を計算する 
加算・控除分として展開図に記述する程でなくても、数量としては発生する

ような項目に使用します。 
例えば、市街地の舗装で 30 箇所の止水栓を控除するのは大変です。 
その場合は、止水栓（0.15ｍ×0.30ｍ）30 箇所等の説明文と控除する面積を直

接入力します。 
 
① 「展開図入力」画面のデータ入力欄から、加算・控除を作成する付近の

測点の「加算控除」列の［登録］ボタンをクリックし、「加算控除選択」画面

を表示します。 
 

② 「加算控除選択」画面の「加算・控除」枠から、加算・控除のどちらを行う

かを選択します。 
 
 
 

③ 「側面」枠から、作成する加算・控除図形を、作成した図形上のどの位置

と接続するか、選択します。 
 
 
 
 

 加算・控除図形は再配置出来ますので、図形を配置し

たい位置に最も近い側面を選択します。 
 「ヘロン」、「三角形」で作成した展開図の場合は、辺 A、

B、C のいずれかの側面から選択します。 
 

④ 「図形タイプ」枠から「その他」を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 

⑤ 「展開図入力（その他）」画面を表示します。 
 
 

  補 足     
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[63] 
 

⑥ 「計算式」欄に作成する加算・控除の計算式を入力します。 
例えば、止水栓 30 カ所を控除する場合には計算式に「止水栓（0.15ｍ×

0.30ｍ）30 箇所」と入力します。 

 
  

計算式は数値を入力しても自動計算されません。入力した文

字をそのまま図面上に表示します。 
 
 

⑦ 「面積」欄に作成する加算・控除の面積を計算して入力します。 

 
  

「面積」欄に入力したデータは、そのまま数値として加算・控

除に使用します。 
 
 

⑧ その他のデータを入力後、「展開図入力（その他）」画面の［作図］ボタン

をクリックします。 
 

⑨ 「展開図入力」画面に戻ると、入力した面積の値を加算・控除欄に反映し

ます。 
 

 
 

 

  補 足     

  補 足     



       
第１章 土木展開図 

 
 

[64] 
 

加算・控除図形を操作する 

加算・控除図形は、「ヘロン」、「三角形」、「円」、「四角形」、「台形」の入力完了

後に、どこに配置するかを指定することが出来ます。 
 

加算・控除の図形を新たに配置する 
加算・控除のデータ入力直後は、作成した加算・控除図形が緑色をしており、

マウスの操作によって、水平方向に移動することが出来ます。  
 
 
① 「展開図入力」画面で、図形を配置する位置をマウス操作によって移動

します。 

 
 

②  位置が確定したら、マウスをクリックします。 
「配置設定」画面を表示します。 

  

＜平均法に加算・控除図形を配置する場合＞ 
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[65] 
 

＜ヘロン・三角形に加算・控除図形を配置する場合＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③  加算・控除図形の配置を、画面右上の「ズレ指定」枠、または「オフセッ

ト指定」枠から設定します。 
    

「ズレ指定」「オフセット指定」のどちらの指定も行わない場合

は、［キャンセル］ボタンをクリックします。 
 
④ ［OK］ボタンをクリックします。 

指定した位置に加算・控除図形を配置します。 

図形の色が緑から赤に変わります。 

 

 

 

 
⑤ マウスを加算・控除の図形から少し離れた位置でクリックします。 

図形の色が赤色から黒色に変わり、図形の配置を確定します。 

 

  補 足     
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[66] 
 

一度配置した加算・控除の図形を移動する 

① 加算・控除の図形にマウスカーソルを合わせ、クリックします。 
図形が赤色に変わります。 

 

 

 

 

 
② そのままドラッグして任意の位置でマウスの左ボタンを放します。 

移動の間は図形は緑色に表示され、マウスを放すと赤色になります。 

 

 
③ マウスカーソルを加算・控除の図形から少し離れた位置でクリックしま

す。図形の色が赤色から黒色に変わり、図形の配置を確定します。 
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[67] 
 

入力した加算・控除の図形を編集する 
 

① 「展開図入力（平均法）」画面の下部にあるデータ入力欄の「加算控除」

欄には、登録した加算控除の面積が表示されています。 

 
② 編集を行いたい加算・控除の「加算控除」欄に表示された数値をクリッ

クします。 

 
 

③ 「加算控除設定」画面を表示します。 
この測点に対して作成した加算・控除が一覧表示されますので、編集

を行いたい加算・控除を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

④ 選択した加算・控除のデータ入力画面を表示します。 
データの編集を行ってください。 
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[68] 
 

新規に加算・控除を入力する 
同じ測点内に複数の加算・控除図形がある場合に操作します。 
 
 
① 「加算控除設定」画面から、「新規作成」を選択して［OK］ボタンをクリッ

クします。 

 
 

② 「加算控除選択」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

③ P51～P66 の操作に従って、新たに加算・控除を作成します。 

 

「加算・控除」枠 

登録する図形が加算図形か控

除図形か選択します。 

「側面」枠 

作成する加算・控除図形が作成

した図形のどの位置と接続する

か選択します。 

「図形タイプ」枠 

作成する加算・控除図形の形状

を選択します。 
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[69] 
 

加算・控除を削除する 
① 「展開図入力」画面の中で、削除したい加算・控除の図形を選択します。

加算・控除の図形が赤色に変わります。 
 
 
 
 
 

② マウスを右クリックし、メニューから「控除図形 削除」を選択します。 
 

 
 
 
 
 

③ 削除確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 
 

④ 選択した加算・控除の図形を削除します。 
 

 
 
 
 

作成した加算・控除図形を回転する 
① 「展開図入力」画面の中で、回転したい加算・控除の図形を選択します。

加算・控除の図形が赤色に変わります。 
 
 
 
 
 

② 加算・控除の図形を構成する点（■）を選択します。 
 

③ マウスをクリックしたまま、マウスを動かします。 
加算・控除の図形が回転します。回転の間は図形は緑色に表示され、マウ

スを放すと赤色になります 
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[70] 
 

作成した加算・控除図形を左右反転する 
① 「展開図入力」画面の中で、左右反転したい加算・控除の図形を選択し

ます。加算・控除の図形が赤色に変わります。 
 
 
 
 
 

② マウスを右クリックし、表示するメニューから「控除図形 左右反転」を選

択します。 
 

 
 
 

③ 加算・控除の図形を左右反転して表示します。 

 
 

作成した加算・控除図形を上下反転する 
① 「展開図入力（平均法）」画面の中で、上下反転したい加算・控除の図形

を選択します。加算・控除の図形が赤色に変わります。 
 
 
 
 
 

② マウスを右クリックし、表示するメニューから「控除図形 上下反転」を選

択します。 
 

 
 
 

③ 加算・控除の図形を上下反転して表示します。 
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加算・控除図形の配置を決定する 
① 「展開図入力（平均法）」画面の中で、回転や左右反転などの操作を行

い、編集した加算・控除の図形を選択します。 
加算・控除の図形が赤色に変わります。 
 
 
 
 
 

② マウスを右クリックし、メニューから「控除図形 配置設定」を選択しま

す。 

 
 

③ 「配置設定」画面を表示します。 

 
 

④ 加算・控除図形の配置を、「ズレ指定」枠、または「オフセット指定」枠か

ら設定します。 
 

⑤ ［OK］ボタンをクリックします。 
指定した位置に加算・控除図形を配置します。 

  
「ズレ指定」「オフセット指定」のどちらの指定も行わない場合

は、［キャンセル］ボタンをクリックします。 
 
⑥ マウスを加算・控除の図形から少し離れた位置でクリックします。 

図形の色が赤から黒に変わり、図形の配置が確定されます。 
 
 

  補 足     
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６.一度作成した測点や幅員のデータを展開図で利用する 
縦断図や切削縦断で入力した測点や幅員のデータを利用する 

縦断図または切削縦断で入力した測点データを読み込んで、展開図のデ

ータとして利用することが出来ます。 
この機能は、平均法データ作成時、擁壁・ブロック積みデータ作成時に利用

することが出来ます。 
 
① 「展開図入力」画面の右側にある「データリンク」枠の中の［共通データ］

ボタンをクリックします。 

 
縦断図や切削縦断で入力した測点や幅員は、工事に固有の

データで、展開図に限らず利用することが出来ますので、土

木技では「共通データ」と呼んでいます。 
 

② 「データリンク－共通データ」画面を表示します。 

    

データの種類を選択する 
① 「データリンク－共通データ」画面の上部にある「データ選択」枠から、

「設計書縦断図」「切削縦断図」で入力した測点のどちらを利用するか選

択出来ます。 

 
 

② 「縦断データ」「切削データ」を選択することで、「測点一覧」枠内の測点

情報の表示が切り替わります。 

  補 足     
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測点を選択する 
③ 「データリンク－共通データ」画面の「測点一覧」枠内の測点情報リスト

から、利用したい測点名を選択します。 
 

④ 選択した測点名は、青色で表示されます。 
 
 
 
 
 
 

⑤ 測点を複数利用したい場合は、そのまま次の測点名を選択します。 
 
 
 
 
 
 

⑥ 全ての測点を利用したい場合は、画面下部にある［全て選択］ボタンを

クリックします。 

 
 

測点の選択を解除する 
① 「データリンク－共通データ」画面の「測点一覧」枠内の測点情報リスト

から、青色で選択状態になっている測点名を選択します。 
 
 
 
 
 

② 測点名が白色に戻り、選択状態が解除されます。 
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選択したデータを使用する 
① 「データリンク－共通データ」画面で利用する測点を選択後、画面下部

の［リンク開始］ボタンをクリックします。 

 
 

② 「展開図入力」画面に戻り、選択した測点がデータ入力欄に取り込まれ

ます。 
 

一度［リンク開始］ボタンをクリックすると、リンク作業を中断出

来ません。 
 
 
 
 

データの利用を中止する 
① 「データリンク－共通データ」画面の下部にある［キャンセル］ボタンをク

リックします。 

 
 

② 測点データを取り込まずに「展開図入力」画面に戻ります。 
 
 

  補 足     
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７．一度作成した平均法データを利用してデータを作成する 
土木面積などで入力した測点や幅員のデータを利用する 

これまでに「土木展開図」で作成した平均法データや、「土木面積」「配布展

開図」で作成した平均法データを取り込んで、新たな展開図のデータとして

利用出来ます。 
 
① 「展開図入力」画面の右側にある「データリンク」枠の中の［相互データ］

ボタンをクリックします。 

 
 土木展開図（土木面積・配布展開図）で作成済みのデータ

を利用することが出来ます。このデータを、土木技では相

互データと呼んでいます。 
 ヘロン、三角形データの入力画面では、［共通データ］ボ

タンは表示されません。 
 

② データリンク確認メッセージを表示します。 
この操作を行うと、今までに入力していた図形データを削除し、これか

ら選択するデータのみになります。 
問題のない場合は、［はい］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 「データリンク－相互データ」画面を表示します。 
今までに「土木展開図」、「土木面積」、「配布展開図」で作成した平均法

データが一覧表示されます。 

  補 足     
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データを利用する 
① 「データリンク－相互データ」画面の作成データ一覧から、利用したいデ

ータのブロック名称を選択します。 
 

② ［リンク開始］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 「展開図入力」画面に戻り、選択したデータの情報がデータ入力欄に表

示されます。 
 

一度［リンク開始］ボタンをクリックすると、リンク作業を中断出

来ません。 
 

 

 

データの利用を中止する 
① 「データリンク－相互データ」画面の下部にある［キャンセル］ボタンをク

リックします。 

 
 

② 平均法データを取り込まずに「展開図入力」画面に戻ります。 
 

  補 足     
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８．図面上に加算・控除の拡大図を作成する 
車道部に比べ、取り付け道路は小さいので、同じ縮尺で展開図を作成すると、

取り付け道路の文字や数値が重なる事があります。 
その場合には取り付け道路（加算控除分）の拡大図を配置することで、文字や

数値の重なりを防ぐことが出来ます。 
 

① 「展開図 図面イメージ」画面で、拡大図を作成したい図形を選択します。

選択した図形は、「活性状態」（緑色）になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 画面右下の［拡大図］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

③ 「拡大する加算控除図形の選択」画面を表示します。 

画面内に、選択した図形に存在する加算・控除が一覧表示されます。 

 

 

 

 

 

 

④ 拡大図を作成する加算・控除図形の名称を選択し、［OK］ボタンをクリック

します。 
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⑤ 「展開図 図面イメージ」画面に戻り、マウスと連動して動く四角い点線を表

示します。これは拡大図の表示エリアを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 拡大図を配置したい図面上の位置に点線の四角形を移動し、マウスをクリ

ックすると、加算・控除の拡大図を表示し、控除分の文字や数値は拡大図

に移動するので、見やすい図面となります。 

 

⑦ 拡大図から点線がマウスに向かって表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 拡大図を作成した加算・控除の近くでクリックすると、拡大図を吹き出し

を付けた枠で囲います。拡大図を配置しても文字や数値が重なる場合は、

拡大図の縮尺を変更することが出来ます。 
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９．図面上に文字を表示する 
図面上にタイトルや注釈を配置することが出来ます。 
 

① 「展開図 図面イメージ」画面で、画面右側にある［タイトル］ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 

 

② 「注釈の設定」画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「文字列」欄に、表示したい文字を入力します。「全ページコピー」にチ

ェックを入れると、土木展開図の全てのページに文字を表示します。 

 

 

④ 「文字フォント」欄から、表示する文字のフォントや文字サイズ、文字色

を設定します。 
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⑤ 「配置位置」欄から、入力した文字を左詰め、右詰め、センタリング表

示のいずれかを選択します。 

 

 

 

⑥ 文字を入力し、［OK］ボタンをクリックします。 

「展開図 図面イメージ」画面に戻り、文字を配置したい場所でクリックしま

す。 

 

⑦ 配置した位置に入力した文字を表示します。 
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１０．図面上に計算書を作成する 
図面上に、作成した図形または加算・控除図形の面積計算書を配置するこ

とが出来ます。 
ここで作成出来る面積計算書は、簡易的なものです。図形とは別に面積計

算書を作成する場合は、「土木面積」を利用して作成します。 
「土木面積」については、P115「土木面積とは」以降をご参照ください。 
 
① 「展開図 図面イメージ」画面で、計算書を作成したい図形を選択します。

選択した図形は緑色で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 画面右側の［計算書］ボタンをクリックします。 

 

 

 

③ 「計算書を作成する図形の選択」画面を表示します。 
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④ 画面左側には選択した図形名称と、選択した図形内にある加算・控除の図

形名称が表示されています。 

計算書を作成する図形を選択します。 

 

 

 

 

⑤ 「出力値」枠から、図形に入力した設計値のみを計算書に表示するか、実

測値のみを計算書に表示するか、どちらの値も計算書に表示するか選択

します。 

 

 

 

 

 

⑥ 選択した図形が複数ページに渡って表示されていたり、2 段表示されてい

た場合などに、どの範囲の計算書を作成するか選択します。 

 

 

 

 

 「全測点」 

 選択した図形の他のページに表示されている部分も、全て

のデータを計算書として表示します。 

 「表示ページ」 

 図形を選択したページに表示されている範囲の計算書を作

成します。 

 「ブロック」 

 2 段表示されている図形の場合、選択したブロック分の計算

書を作成します。 
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⑦ ［OK］ボタンをクリックします。 

 

⑧ 「展開図 図面イメージ」画面に戻ります。 

マウスと連動した点線で描画された四角形が、計算書の表示領域です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 点線の四角形の位置を調整し、マウスをクリックします。 

クリックした位置に計算書を表示します。 
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作図環境を設定する 
 

１．寸法線タイプを設定する 
① 「展開図 図面イメージ」画面で、メニューから「設定」＞「寸法線タイプ設

定」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「寸法線タイプ」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 「図形種別」枠から、設定したい図形の種類のボタンをクリックします。 
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④ 「略図」枠の ボタンをクリックすると、選択した図形種別に用意された

寸法線タイプを表示します。使用したい寸法線タイプを選択します。 

 
寸法線は、ボタンをクリックすることにより、選択することが

出来ます。クリックしても略図の表示が変わらない場合は、

複数登録されていません。 
 
 

⑤ 「平均法」の寸法線タイプを選択していた場合、「センターラインの表示」

枠から、図形にセンターラインを表示するかを選択します。 
 
 
 

センターラインの表示「なし」を選択すると、平均法図形作図

時に、センターラインが表示されません。 
「あり」を選択すると、センターラインが表示されます。 

 
 

⑥ 「平均法」の寸法線タイプを選択していた場合、「面積番号」枠から、図形

に面積番号を表示するかを選択します。 
 
 
 

「あり」を選択すると、展開図の図面に面積番号（丸付き数字）

が通し番号で表示されます。 
 
 

⑦ 「縦書き文字の向き」枠から、図形に表示する縦書き文字の方向を選択

します。 
 
 
 
 

  補 足     

  補 足     

  補 足     
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 図形に縦書きで表示する文字の向きを設定します。 
 三角形、ヘロンではこの設定を行うことが出来ません。 
 設定は、図形作図時に反映されます。 
 「左向き」を選択すると、文字が線の左側に表示されま

す。 
 「右向き」を選択すると、文字が線の右側に表示されま

す。 
 

 

      
 
 

⑧ 「平均法」または「擁壁・ブロック積み」の寸法線タイプを選択していた場

合、「寸法矢印設定」枠から、寸法線として表示する矢印を片側だけに表

示するか、両側に表示するかを選択します。 

 
 

⑨ 「標高・法長表現タイプ」枠から、標高や法長の表示方法を「タイプ１」、

「タイプ２」から選択します。 

 
「擁壁・ブロック積み」を選択した場合にのみ、「標高・法長表

現タイプ」枠の設定を行うことが出来ます。 
 
 

⑩ ［OK］ボタンをクリックします。 
設定を確定し、これ以降に作成する図形は、新しい設定に従った図形を

表示します。 
 
 

＜左向きの場合＞   ＜右向きの場合＞ 

  補 足    

  補 足     



       
第１章 土木展開図 

 
 

[87] 
 

２．線色・文字色・表示方法を設定する 
 

① 「展開図 図面イメージ」画面で、メニューから「設定」＞「線色・文字色設

定」を選択します。 

 
 

② 「線色・文字色」画面を表示します。 

 
 

③ 平均法やヘロンなどの図形ごとに、設計・実測の線色、文字色を設定し

ます。 
平均法の設計の線色を設定したい場合は、該当の枠をクリックすると表

示するカラーパレットから、希望する色を選択します。 
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④ 図面に表示する数値の表示方法を「数値出力形式」枠から選択します。 

 
 

⑤ 「単距離自動出力調整」枠から、図面に単距離を表示させるか選択しま

す。 

 
 

⑥ 「幅員自動出力調整」枠から、図面に幅員を表示させるか選択します。 

 
 

⑦ ［OK］ボタンをクリックします。 
設定を確定し、これ以降に作成する図形は、新しい設定に従った図形を

表示します。 
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３．情報欄・計算書を設定する 
 

① 「展開図 図面イメージ」画面で、メニューから「設定」＞「情報欄・計算書

設定」を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 「情報欄・計算書設定」画面を表示します。 

 
 

③ 「計算書種別」欄から、設定を行いたい図形、加算・控除のボタンをクリ

ックします。 
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④ 「略図」枠の  ボタンをクリックして、使用する計算書の形を選択しま

す。 

 
CAD 製図基準に準じた表題欄もここから選択します。詳しい

操作方法については P104「表題欄の設定を行う」をご参照く

ださい。 
 
 

⑤ 画面右下の［OK］ボタンをクリックします。 
「展開図 図面イメージ」画面の図面上に、設定した計算書を表示しま

す。 
 

設定完了以前に作成した計算書の形は変更されません。 
 

 
 
 

  補 足     

  補 足     
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土木展開図のレイアウトを編集する 
入力した展開図をレイアウト画面に配置する 

 
ここでは各項目で入力した展開図の図面上での配置を決定します。 

 

１．展開図の作図を確定する 

① 「展開図入力」画面で作図データの入力完了後、画面右下の［作図］ボ

タンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「展開図 図面イメージ」画面に移行します。 
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展開図を配置する 

マウスと連動して動く四角い点線は、「展開図入力」画面で作成した展開図

です。 
 

① 「展開図 図面イメージ」画面で、展開図を配置したい図面上の位置に点線

の四角形を移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 配置したい位置でマウスをクリックします。 

用紙の選択した位置に展開図を表示します。 

表示される展開図は、緑色をしています。この展開図は、「活性状態」であ

ることを示します。「活性状態」の展開図は、表示位置の変更や、縮尺を変

更することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「平均法」など横に伸びる展開図は、用紙に収まる測点まで

表示し、それ以降の展開図は、次ページ以降に表示します。 
  補 足     
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展開図を配置しなおす 
一度配置した展開図の位置を、変更することが出来ます。 

 

① 「展開図 図面イメージ」画面で、配置しなおす展開図を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「活性状態」でない展開図を選択することで、「活性状態」にす

ることが出来ます。 
 

② マウス操作によってドラッグすることで、展開図の表示位置を変更すること

が出来ます。 

 

 

 

 

  補 足     
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展開図の縮尺・文字サイズ・表示段数を変更する 
「活性状態」の展開図は、図面上で表示する大きさを変更することが出来ま

す。また、「展開図入力」画面で平均法、および擁壁・ブロック積みデータの

入力を行い、「展開図 図面イメージ」画面に移行した直後の場合、1 枚の図

面に収まるように、表示段数を変更することが出来ます。 
 

① 「展開図 図面イメージ」画面で、縮尺を変更したい展開図を選択し、「活

性状態」にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 画面右側の「ブロック情報」枠から、「縮尺」欄の「水平」「垂直」の値を

変更します。 

 

 

 

 

 

 

③ 「ブロック情報」枠から、「文字フォント」欄の値を変更します。 
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④ 選択した展開図の文字フォントを変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 「平均法」、「擁壁・ブロック積み」データを作成していた場合、「ブロック

情報」枠から、「表示段数」欄の値を変更します。 

 

 

⑥ 1 枚の用紙に、「平均法」、「擁壁・ブロック積み」データを複数段に分け

て表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
この操作は、「展開図入力」画面で平均法および擁壁・ブロッ

ク積みデータの入力を行い、「展開図 図面イメージ」画面に

移行した直後の場合、または展開図の再配置モード中に操

作可能です。再配置モードについては P97「展開図を再配置

モードにする」をご参照ください。 
 

  補 足    
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展開図のレイアウト配置を確定する 
展開図の縮尺や表示位置などの配置を完了したら、設定を確定します。 

 

① 「展開図 図面イメージ」画面で、展開図の配置を完了したら、画面右下

にある［再配置完了］ボタンをクリックします。 

 

② ［再配置完了］ボタンが画面から表示されなくなります。また、画面左上に

表示されていた「図形の再配置中」の文字も表示されなくなります。 

この状態で、展開図以外の部分をクリックすると、展開図の色は黒色に変

わり、「活性状態」ではなくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「活性状態」ではなくなった展開図は、再度選択することで「活性状態」とな

ります。しかし、［再配置完了］ボタンや、「図形の再配置中」の文字は表示

されません。 

再び、［再配置完了］ボタンを表示させるには、再配置モードに変更す

る必要があります。再配置モードへの切り替え方法は、P97「展開図を

再配置モードにする」をご参照ください。 
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展開図を再配置モードにする 
「展開図 図面イメージ」画面で、展開図を「活性状態」にしていても、［再配

置完了］ボタンが表示されている場合と表示されていない場合で、操作出

来る内容が異なります。「活性状態」の展開図を［再配置完了］ボタンが表示

された状態（再配置モード）へ切り換える方法を紹介します。 
 

① 「展開図 図面イメージ」画面で、再配置モードにしたい展開図を選択し

ます。選択した展開図は「活性状態」となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「展開図 図面イメージ」画面のメニューから「配置」＞「再配置」を選択し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 展開図の再配置モードになります。マウスと連動する点線の四角形を表

示しますので、配置する位置を決め、マウスをクリックします。 
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④ 画面右下に［再配置完了］ボタンを表示します。 

現在の配置状態で問題なければ、［再配置完了］ボタンをクリックし、

再配置モードを終了してください。 

 

 
※ 「活性状態」の展開図は、再配置モードの時とそうでない時で操作出来

る内容が異なります。違いは以下の通りです。 
 再配置モードの場合 

 平均法、擁壁・ブロック積みの場合、ページに表示し切れない

場合、それ以降の展開図を次ページ以降に移行します。 

 平均法、擁壁・ブロック積みが複数ページに表示されている場

合、1 ページの配置位置や縮尺を変更すれば全てのページを

変更します。また、1枚の図面への表示段数を変更出来ます。 

 再配置モードでない場合 

 平均法、擁壁・ブロック積みが複数ページに表示されている場

合、選択した展開図のみの配置位置や縮尺を変更することが

出来ます。 

 平均法、擁壁・ブロック積みの表示段数を変更することは出

来ません。 
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作成した測点や幅員などの入力済みデータを変更する 
 

① 「展開図 図面イメージ」画面で、編集を行いたい図形を選択します。選択

した展開図は「活性状態」になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 画面右側の［表入力編集］ボタンをクリックします。 

 

 

 

③ 作成した展開図に対応する「展開図入力」画面を表示し、データの編集を

行うことが出来ます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

④ データ編集後は、［作図］ボタンをクリックすることで、「展開図 図面イメー

ジ」画面に戻ります。 
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２．作図した図形や文字を削除する 
作成した展開図データや文字を削除することが出来ます。 
※ 図形を削除すると、測点や幅員などの入力データも削除されますので

注意してください。 
 
① 「展開図 図面イメージ」画面で、削除したい図形や文字を選択します。 

選択した図形や文字が「活性状態」になります。 

 
 

② 画面上部のメニューから、「編集モード」＞「削除」と選択します。 

 
 

③ 削除確認メッセージを表示します。 
［はい］ボタンをクリックします。 
 

④ 選択した図形や文字を削除します。 
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CAD 製図基準に則った書類を作成する 
 

土木展開図の書類を各発注者が策定する CAD 製図基準（案）に沿った形

式で出力を行う方法を説明します。CAD 製図基準（案）では、書類の大きさ

や、書類上の文字サイズ、線の太さや、使用するレイヤ構成などルールが

多岐にわたっています。 
土木展開図では、設定を行うことで、作成する図面をCAD製図基準（案）に

沿った形式で作成することが出来ます。 
 

１．用紙設定画面の設定を行う 
土木展開図では、CAD 製図基準（案）に沿った形式で作成するための設定

を行う箇所が複数存在します。ここでは、用紙設定画面での設定方法を説

明します。 
 
① 「展開図 図面イメージ」画面のメニューから「設定」＞「用紙設定」を選択

します。 

 
 

② 「使用する用紙の設定」画面を表示します。 
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③ 画面上部にある「CAD 製図基準を設定する」にチェックを入れます。 

 
 

④ 確認メッセージを表示します。［はい］ボタンをクリックします。 

 
 

⑤ 画面表示が以下のようになります。 
P8「図面の用紙設定を行う」に従って、残っている用紙の設定を行いま

す。 
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⑥ 「レイヤ設定」枠の［工種選択］ボタンをクリックし、「工種ウィザード」を起

動し、展開図に利用するレイヤ構成を選択します。 
「工種ウィザード」の操作方法については、P107「レイヤ設定ウィザード

について」をご参照ください。 

 
 

⑦ ［OK］ボタンをクリックします。 
以上で用紙設定画面の設定は終了です。 
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２．表題欄の設定を行う 
CAD 製図基準（案）では、各発注者ごとに図面に表示する表題欄の形式が

定められています。土木展開図では、情報欄の選択画面から、表題欄の選

択と入力を行います。 
 
① 「展開図 図面イメージ」画面で、メニューから「設定」＞「情報欄・計算書

設定」を選択します。 

 
 

② 「情報欄・計算書設定」画面を表示します。 

 
 

③ 「計算書種別」枠から［情報欄］ボタンをクリックします。 
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④ 「略図」枠から ボタンをクリックして、使用する情報欄を発注者から選

択します。 

 
 

⑤ 赤色で表示される略図を選択した場合、画面の下部に［項目の入力］ボ

タンを表示します。［項目の入力］ボタンをクリックします。 

 
 

⑥ 「項目入力」画面を表示します。 
この画面で、作成する帳票の表題欄に表示する文字を入力することが

出来ます。 
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⑦ 以下の説明に従って、表題欄の項目を入力してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑧ 入力が完了したら、［OK］ボタンをクリックします。 

 
⑨ 「情報欄・計算書設定」画面に戻ります。 

［OK］ボタンをクリックします。 
 

⑩ 「展開図 図面イメージ」画面に戻ります。 
図面上に選択した表題欄が表示されます。  
 

以上で表題欄の設定は完了です。 
 

［キャンセル］ボタン 

入力を破棄し、元の画面に戻ります。 

［OK］ボタン 

入力を確定し、元の画面に戻ります。 

［ページ選択］ボタン 

［<<］［>>］ボタンをクリックすることで、表題欄の入力ページを切り替えます。 

また、［▼］ボタンをクリックし、ページのリストから選択することも出来ます。 

［全ページコピー設定画面］ボタン 

「全ページコピー」画面を表示します。

この画面で情報を入力すると、全ての

表題欄に同じ内容を表示することが

出来ます。 

「コピー項目選択」枠 

表題欄に表示する文字を入力しま

す。 

「図面番号」欄は、「表示形式」欄から

選択することで、ページの表記方法を

変更することが出来ます。 
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レイヤ設定ウィザードについて 
レイヤ設定ウィザードとは 

レイヤ設定ウィザードを使用すると、CAD 製図基準で設定されているレイ

ヤ構成に合わせて、自動的に各作図アイテムを出力します。事前協議で変

更された項目に合わせて、標準のレイヤ構成を編集することも出来ます。 
 

１．レイヤ設定ウィザードを操作する 
工種を選択する 

レイヤ設定ウィザードを起動して、作成する図面の工種を選択します。 
 
① 「展開図 図面イメージ」画面のメニューから「設定」＞「用紙設定」を選択

します。 

 
 

② 「使用する用紙の設定」画面を表示します。 
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③ 「レイヤ設定」枠の「レイヤ構成を用いて出力する」にチェックを入れ、

［工種選択］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

CAD 製図基準に対応したレイヤ構成を使用する場合は、

「CAD 製図基準対応レイヤを設定する」にチェックを入れま

す。 
 
④ 「工種選択」画面を表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑤ 画面上部の「工種を選択してください」枠の「提供データ」フォルダか「ユ

ーザーデータ」フォルダから、使用する工種を選択します。 

 
⑥ 工種を選択すると、画面下部の「選択された工種ファイルのレイヤ構

成」枠内に選択したレイヤのレイヤ構成一覧を表示します。 
 
 
 
 
 
 

  補 足    
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⑦ 選択した工種に間違いがなければ、画面下部の［次へ>>］ボタンをクリ

ックします。 

 
 

⑧ 「レイヤ一覧」画面を表示します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［次へ>>］ボタン 

「出力レイヤ設定」画面へ

進みます。 

［キャンセル］ボタン 

元の画面に戻ります。 

［<<戻る］ボタン 

「レイヤー一覧」画面へ戻りま

す。 

［新規］ボタン 

レイヤを新規に作成します。 

［コピー］ボタン 

選択しているレイヤを複製し

たレイヤを作成します。 

［削除］ボタン 

選択しているレイヤを削除し

ます。 

責任主体 

レイヤの責任主体を選

択します。 

 

レイヤ名 

レイヤ名を編集します。 

 

別名 

レイヤ名の別名を入力し

ます。FWCAD の編集時

に使用出来ます。 

 

色 

レイヤに表示されるアイ

テムの色を選択します。

レイヤ属性使用にチェッ

クが入っていないと有効

になりません。 

 

線種 

レイヤに表示されるアイ

テムの線種を選択しま

す。レイヤ属性使用にチ

ェックが入っていないと

有効になりません。 

 

メモ 

レイヤ名の説明を入力し

ます。FWCAD の編集時

に使用出来ます。 

レイヤ属性使用 

チェックを入れるとレイヤに設定し

た色と線種を使用してアイテムを表

示します。 

入力 

レイヤの状態を編集します。 
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使用するレイヤを編集する 
各レイヤの色や線種を設定します。 
「工種選択」画面で提供データを選択すると、CAD 製図基準で設定された

標準のレイヤ構成が読み込まれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 「レイヤ一覧」画面の「レイヤ属性使用」にチェックを入れます。 

チェックを入れることにより、レイヤに設定した色と線種でアイテムが出力さ

れます。 

 
CAD 製図基準に対応した図面を作図する場合は、チェック

をつけます。 
 

② 「責任主体」欄から、責任主体を選択します。 
 

 

 
 

責任主体は通常、施工を表す「C」を選択します。 
 

③ 「レイヤ名」欄にレイヤ名を入力します。 
 

 
 

  補 足    

  補 足    
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④ 「別名」欄、「メモ」欄に別名、メモを入力します。 
 

 
 

別名、メモは FWCAD でレイヤ名とともに表示されます。 
 

⑤  色を選択します。 
 

 

 

 

 

 
⑥  線種を選択します。 
 

 

 

 
⑦ 画面左下にある［新規］ボタン、または［コピー］ボタンをクリックして、必

要なレイヤを追加します。 
⑧ 不用なレイヤは、画面左下の［削除］ボタンをクリックして、削除します。 

⑨ レイヤの順序を変更は、画面左下の［↑］ボタン、［↓］ボタンをクリックしま

す。 

 
⑩ 画面下部の［次へ>>］ボタンをクリックします。 

「出力レイヤ設定」画面を表示します。 

 

  補 足    
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出力レイヤを設定する 
「出レイヤ設定」画面で、書類に作図する各アイテムを、どのレイヤに出力

するかを設定します。 
 

 

 

 

 

 

 

 
① 「作図アイテム→出力先レイヤ選択」枠から、出力レイヤを変更したい

作図アイテムを選択します。 
 

 

 

 

 

 
② 画面下部にある［レイヤ選択］ボタンをクリックします。 

「出力先レイヤの選択」画面を表示します。 

出力先レイヤを選択し、［OK］ボタンをクリックします。 
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③ 「出力先レイヤ設定」画面に戻ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 
④  他のレイヤについても同様の設定を行う場合は、①～③の作業を繰

り返します。 
 

⑤  作業終了後、「出力先レイヤ設定」画面の下部にある［完了］ボタンを

クリックします。 
 

⑥ 設定が完了し、元の画面に戻ります。 
ソフトウェアを終了すると、設定したレイヤに沿って書類を作成します。 
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土木面積とは 
土木面積について 

 
土木面積は、慣例的に使用されている面積計算書を用意し、土木展開図、配布

展開図で入力したデータを、相互データリンク機能を使うことにより、必要な面

積計算書を作成するものです。 
また、土木展開図と同様の入力方法により、面積計算書を作成することも出来

ます。 
入力したデータは、土木展開図、配布展開図で利用することも出来ます 

 

面積計算書の入力方法は土木展開図と同様ですので、データの入力方法につ

いては、土木展開図の操作説明を参照してください。 
展開図との違いは、データの入力後に用意した面積計算書帳票を選択するとこ

ろとなります。 
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土木面積の起動・終了 
土木面積の起動 

 

１．土木面積を新規起動する 
 

① 土木技を起動し、土木BOOK を開きます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土木BOOKの作成方法については、別紙「基本システム」操

作マニュアルをご参照ください。 
 
 

② 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「展

開図」＞「土木展開図」をクリックします。 

 
 

  補 足    
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③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
 
 
 
 

④ 「土木面積」を起動します。 

 
 

⑤ 画面右上の「計算書」枠から、計算方法を選択し、ボタンをクリックします。 

 
 

⑥ それぞれのデータ入力画面を表示しますので、データを入力します。 
データの入力方法については、土木展開図と同様ですので、P12「展開図

データを作成する」以降をご参照ください。 
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２．土木面積を修正起動する 
 

① 土木 BOOK の「アプリケーションの起動」タブ選択時のツリーから「展

開図」＞「土木面積」の  をクリックすると、「土木面積」で作成したイ

ンデックスを表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 作成済みの土木面積の名前の付いた子インデックスをクリックします。  

 
 

③ 画面上部の［入力］ボタンをクリックします。 
作成済み「土木面積」が起動します。 
 
 
 
 

土木 BOOK の「ファイルの管理」ツリー、「電子納品の整理」

ツリーからも修正起動が可能です。 
 

 

  補 足    
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土木面積の終了 
 

１．新規起動した土木面積を終了する 
 
① 「面積計算システム」画面の右上にある［終了］ボタンをクリックします。 

 

「面積計算システム」画面のメニューから「設定」＞「面積計算

システムの終了」と選択することで、土木面積を終了出来ま

す。 
 

② 「メニューインデックス設定」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 「インデックス名称」欄に保存するデータの名前を入力し、［はい］ボタ

ンをクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 新しい土木面積のインデックスが作成され、土木 BOOK のメニュー画

面に戻ります。 
          

「メニューインデックス設定」画面で［いいえ］ボタンをクリッ

クすると、作成した土木面積を登録せずに、土木 BOOK の

画面に戻ります。 

  補 足    

  補 足    
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２．修正起動した土木面積を終了する 
 

① 「面積計算システム」画面の右上にある［終了］ボタンをクリックします。 

 
「面積計算システム」画面のメニューから「設定」＞「面積計算

システムの終了」と選択することで、土木面積を終了出来ま

す。 
 
 

② 「メニューインデックス設定」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ ［はい］ボタンをクリックします。 
修正した土木面積が上書き保存され、土木 BOOK のメニュー画面に戻り

ます。 
［いいえ］ボタンをクリックすると、修正した土木面積を登録せ

ずに、土木BOOK の画面に戻ります。 
 

  補 足    

  補 足    
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設計値入力で入力したデータを利用する 
 
設計値入力または切削管理で入力した測点データを読み込んで、土木面

積計算のデータとして利用することが出来ます。 
この機能は、平均法データ作成時のみ利用することが出来ます。 
 

１．作成したデータを再利用する 
① 「面積計算システム」画面の右上にある「計算書」枠から、［平均法］ボ

タンをクリックします。 

 
 

② 「展開図入力（平均法）」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 画面の右側にある「データリンク」枠の中の［共通データ］ボタンをクリ

ックします。 
 
 
 
 

④ 「データリンク－共通データ」画面を表示します。 
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２．データの種類を選択する 
① 「データリンク－共通データ」画面の上部にある「データ選択」枠から、

「設計書縦断図」「切削縦断図」で入力した測点のどちらを利用するか

選択出来ます。 

 
 

② 「縦断データ」「切削データ」を選択することで、「測点一覧」枠内の測点

情報の表示が切り替わります。 
 
 

３．測点を選択する 
① 「データリンク－共通データ」画面の「測点一覧」枠内の測点情報リスト

から、利用したい測点名を選択します。 
 

② 選択した測点名は、青色で表示されます。 
 
 
 
 
 
 

③ 測点を複数利用したい場合は、そのまま次の測点名を選択します。 
 
 
 
 
 
 

④ 全ての測点を利用したい場合は、画面下部にある［全て選択］ボタンを

クリックします。 
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４．測点の選択を解除する 
① 「データリンク－共通データ」画面の「測点一覧」枠内の測点情報リスト

から、青色で選択状態になっている測点名を選択します。 
 
 
 
 
 

② 測点名が白色に戻り、選択状態が解除されます。 
 

 
 
 
 
 
 

５．選択したデータを使用する 
① 「データリンク－共通データ」画面で利用する測点を選択後、画面下部

の［リンク開始］ボタンをクリックします。 

 
 

② 「展開図入力」画面に戻り、選択した測点がデータ入力欄に取り込まれ

ます。 
一度［リンク開始］ボタンをクリックすると、リンク作業を中断出

来ません。 
 
 
 

６．データの利用を中止する 
① 「データリンク－共通データ」画面の下部にある［キャンセル］ボタンを

クリックします。 

 
 

② 測点データを取り込まずに「展開図入力」画面に戻ります。 
 

 

  補 足     
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一度作成した土木面積データを利用する 
 
これまでに「土木面積」で作成したデータや、「土木展開図」「配布展開図」で

作成した平均法データを取り込んで、新たな面積計算のデータとして利用

出来ます。 
この機能は、平均法・ヘロン・三角形の全ての計算処理で使用出来ます。 
 

１．作成したデータを再利用する 
① 「面積計算システム」画面右の「計算書」枠内の［平均法］［ヘロン］［三

角形］のいずれかのボタンをクリックします。 

 
 

② 選択した図形の「展開図入力」画面を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 「展開図入力」画面の右側にある「データリンク」枠の中の［相互デー

タ］ボタンをクリックします。 

 
ヘロン、三角形データの入力画面では、［共通データ］ボタンは

表示されません。 
  補 足     
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④ データリンク確認メッセージを表示します。 
この操作を行うと、今までに入力していた図形データを削除し、これか

ら選択するデータのみになります。 
問題のない場合は、［はい］ボタンをクリックします。 

 
 
 

⑤ 「データリンク－相互データ」画面を表示します。 
今までに「土木展開図」、「配布展開図」、「土木面積」で作成したデータ

が一覧表示されます。 
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データを利用する場合 
① 「データリンク－相互データ」画面の作成データ一覧から、利用したい

データのブロック名称を選択します。 
 

② ［リンク開始］ボタンをクリックします。 

 
 

③ 「展開図入力」画面に戻り、選択したデータの情報がデータ入力欄に表

示されます。 
一度［リンク開始］ボタンをクリックすると、リンク作業を中断出

来ません。 
 

 

 

 

データの利用を中止する場合 
① 「データリンク－相互データ」画面の下部にある［キャンセル］ボタンを

クリックします。 

 
 

② データを取り込まずに「展開図入力」画面に戻ります。 
 

 
 

  補 足     
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面積計算書の帳票を選択する 
 

１．入力した図形データの面積計算書帳票を作成する 
① 各図形の「展開図入力」画面にてデータの入力を終了したら、画面の右

下にある［作図］ボタンをクリックします。 

 
 

② 「面積計算書フォーマット選択」画面を表示します。 
作成する面積計算書の帳票種類を一覧表示しています。 
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③ 作成したい帳票を選択し、画面下部の［OK］ボタンをクリックします。 
 

④ 「面積計算システム」画面に戻ります。 
選択した帳票種類に従って面積計算書を作成し、画面に表示します。 

 

 
⑤ 帳票が複数ページ作成された場合は、画面右側の「表示形式」枠から

表示ページを切り替えることが出来ます。 
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２．入力済みの測点や幅員を編集する 
① 図形データを一度入力すると、「面積計算システム」画面右側の「計算

書」枠の図形ボタンは、入力したボタン以外はクリック出来ません。 

 
 

② 図形データを入力した図形ボタンをクリックすると、「展開図入力」画面

を表示します。画面には、前回入力したデータが表示されますので、デ

ータの編集を行ってください。 
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３．一度作成した面積計算書の種類を変更する 
一度作成した面積計算書の種類を変更出来ます。 
たとえば、最初に実測値のみの面積計算書を作成し、その後、設計値と実

測値両方の面積計算書を作成するなどの場合に、面積計算書の種類変更

を行います。 
 

 
① 「面積計算システム」画面のメニューから、「表示」＞「計算書再作成」を

選択します。 

 
 

② 「面積計算書フォーマット選択」画面を表示します。 

 
 

③ 変更する種類を選択し、［OK］ボタンをクリックします。 
新たな種類で、「面積計算システム」画面に計算書を表示します。 

 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Copyright (c) 2010 WESTFIELD Co., LTD. 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


